
  ふじ塚遺跡 発掘たより（３） 

今年度も発掘調査を行っています 

４月下旬からふじ塚遺跡の調査を開始しました。今年度は８か所の調査を行っています（図１）。昨年度

は、遺跡内にあった「ふじ塚古墳」が戦国時代から江戸時代の初め頃の「礫石経塚（れきせききょうづ

か）」であることが分り、大きな成果がありました。今年度は礫石経塚のまわりを調査しますので、礫石

経塚に関連する遺構や遺物の発見が期待されます。 

 

遺跡の西側での調査 

⑨区では、北東から南西方向に延

びる溝跡が見つかりました（写真

１）。溝跡の埋土に入る砂礫の粒と

堆積状況から、流路跡と考えられま

す。埋土からは黒曜石の破片が出土

しただけなので、時期は不明です。 

 ⑩区では、トレンチを掘ったとこ

ろ、西端で土坑が１基見つかりまし

た（写真２）。直径 80cm ほどで、

検出面からの深さは約70cmです。

昨年度に調査を行った一の釜遺跡

で見つかった縄文時代の土坑と埋

土がよく似ています。 
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写真１ ⑨区で発見された溝跡の調査風景 写真２ ⑩区のトレンチで発見された土坑 

図１ ふじ塚遺跡 調査地区 



ふじ塚遺跡の整理作業を進めています 

今年度４月から、埋文センター（長野市）

で昨年度調査した礫石経塚から出土した約

４0,000 点に及ぶ礫石経の整理作業を行

っています。  

まず礫石経に付着した土を、毛の長い柔

らかい刷毛を使って払います（写真３）。礫

石経は、筆のようなもので軽く文字が書か

れているものが多く、土が付着した状態で

初めから水洗いを行うと墨が消えてしまう

からです。土を払った後、毛の長い柔らか

い刷毛で丁寧に水洗いを行います。今まで

洗った礫石経を見ると、全体の約３分の２

の石に墨の痕跡が確認されています。これ

までの礫石経の研究では、礫石経塚から出

土した礫石経のうち文字が書かれているものは２～３割に過ぎないとの見解があるなかで、ふじ塚遺跡

の礫石経は文字が書かれている割合が高いことが特徴です。 

 礫石経（一字一石経）の洗浄を進めていくうちに、石の片面に２～３字か書かれているもの、石の両

面に書かれているもの、「南無大日如来」など法華経以外の経典の文字が書かれているもの、多く書かれ

ている文字と少ない文字があることなどが、新たに分かってきました。 
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発掘期間中は、ご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

次号には、昨年度礫石経塚が発見された、

ふじ塚遺跡の東側部分の調査成果を掲載した

いと考えています。 

写真３ 礫石経の水洗い風景 

写真４ 水洗いした礫石経 写真５ 「南無妙」（写真左）、「南無」（写真右）と 

書かれた礫石経 


